
京都府南丹市八木町美里紫野1番地

第3号 様式 (第15条関係)

事 業 者 排 出 工 消J 減 報 告 書 / F ′

日本ミルクコミュニティ株ュ、不T.
ど獣
上
誓名|

1   -

産 1該 当する□には レ 印を記入してください。特定事業者以外の事兵者の方法レ印り記入は不委てす。

2 1基 車字慶」とは計画翔fu●前年度を 「 目学年受Jと は計画期間の最1冬年夏を '報 吉年質」とは計回期配のうち 今 回報告の対象となる年度をいいます。

3「 事業所等排出区分」とは京都府内の事業所毒●事革活動のための■ネルギ
ーの使用に伴い完生する温室幼兵ガスを、 「輸送車両排出区分Jと tr自99軍選送喜記者については使用"ネ 拠の位置を京都

府内とする車両の続出する温室効果古スを 繁 i雪喜革音については像有する貨物軍両又は旅奪車両のfr出する温室効果労スを 「 モの他排出区分」と段上記以外の環評店内における車知チ年の事実活
動tlLい 差生する温室幼実イスをいいます。

「その他の地球温暖fし対策によち温室幼案イス

(例)グ リーン電力り購入tよ る温宝力泉"ス

ス ,4歳 空寄J"実 績については、
ス●確 枝が 18年 HE Sトラで1

ついては、計画期的中の
~lRの
累計を記入してくたさい。

Sトラで19年賞】0トラの場合 19年 二つ報告書の実績については 18年 夏と19年 安め票商を三計L15トンと33入

京都府地球温暖fヒ対策条″J第 19条の規定により提出します。

符定事菜者の
主たる業種 乳製品製造業 0912

該当する事実
者要件 口

　

Ｆ
　
ｒ

京都府地球温暖rし対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換算して1,500キロリットル以上))

京都府地球温暖|ヒ対策条例施行規則第10条第2号ヌは第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラックヌはバスloo台以上/タ クシー150台
以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖rヒ対策条例施行規則第10条第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に換算して3,000ト
ン以上))

計 画 期 盾 平成 18 年 4 月 ～   平 成 20 年 3 月

基 本 方 斜 環境に対する継続的改善と汚染の予防に取 り組むため、 5つ の指針に基づき、環境マネジメントシステムを推進します。

推 進 体 制 事業場肉に環境事項に取 り組む推進体制を整え実施していく。

呉
紹
置中的申

年
体
及

年度 設備、対象、工程等 措 置 内 容

18～19 池上製造所 =調  お 却設需のFf差運転 VVIP導 入や電子膨張弁制御 月 末ポンアの真新によるエネルギー効率の改善

温室効果ガス
の 排 出 量 告 排出区分

基 準 牛 反 (矢積 ,

(17)年 度

(=酸化炭慕険算 〈t))

日標年度 (計回,
(19)年 度

(=酸 化炭豪換算 (t)) 般的働

報告年度 (実績)
(18)年 度

(=酸 化炭崇後算 (t)) 般的∽A事 業所等排出区分 25,390 t 25,195t -0 8  % 25,156 t -09 %

B輸 送亭両排出区分 t t % t %

Cそ のlLfF出区分 226 t 16S t -26 6  % 165 t -27 0 %

排出合計 ・1     25,617t 2   25,361t - 1 0 % “                          25,321 t - 1 2 %

その他の拠採
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減畳
等

対策等の区分
(計画) 報告年度 (実続)

取組室宰 〈二敵化に慕険算 〔t)) 取組i字 (二酸tu農素換算 (t

奈林の保全及び整備 〈整僑面積| (吸収量) t (叢億面積) (吸収二) t

府内産の木材の利用 〈利用量) rni 〈自J減量) t (利用量〕 n, (自J減よ) t

自然エネルギーを利用した
電力又は熱の供給

(尭こ■) とwh (削減よ) t (売電虫) よwh 〈自J減重) t

(対扶結と, C」 仙 鵡量) t 〈熟供描生) (削☆量) t

グリーン電力の購入 (購入量) 【■h (自J蔵重) t く態入量) ivh (割滅量) t

削減畳等合計 t t

差ヨ1排出畳

(排出合計―白」☆等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減事 (計画) 報告年度 (実績) 削納準 篠 々)

1    25,617t F" いい   25,361  t 10 % ⅢⅢ て'1                      25,321 t 12%

特 記 事 壕 空調整偏 の改造 によ ,C02排 出丘  300t/年 ¢)削減 く京都工場 )

連 絡 先

5「 特記事項」にlt 平 成 2年 度 (1090年 買)を 基奪とした排出量の対比やエネルギー原単位Cは排出tr 省 エネgt品開発をと他者の温望効果ガス排出宮J☆へ ,反 討 グ リーシ調だの採用 特 定フ
ロンなとの集例指定外の温室効宗ガスのtl減技とを記入tて くた営|、


